
江差いにしえ資源研究会
※屋号は、人（ひと）に厚い〇で「人集まる」と読みます。
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わたしたちの活動の舞台

旧中村家住宅旧檜山爾志郡役所江差追分会館かもめ島・開陽丸 横山家姥神大神宮

いにしえ街道（全長約1.1km）

桧山郡江差町



組織立ち上げの経緯

平成元年度　歴史を活かすまちづくり事業スタート
　　　　　　「歴まち商店街」のまちづくり活動がスタート
平成１６年　歴まち地区『いにしえ街道』街路拡幅・修景完了。
　　　　　　商店街組合で花嫁行列、北前のひな語り、
　　　　　　朝市等のイベントを展開。↓

平成２５年　江差いにしえ資源研究会　立ち上げ
平成２６年　蔵カフェ　皐月蔵チャミセ　オープン

歴まち地区のお店で構成 商店街メンバーに
異業種が加わった任意団体

江差いにしえ資源研究会

※観光集客の活動が増えた。
　農業・漁業者・職人との連携が増えた。
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組織立ち上げの経緯

当時の機運の高まり

江差線廃線→訪問客が急増
新幹線開業→地域が注目される
　　　　　→青函交流の活発化
商店街に新規開業者が出てきた

→見て歩くだけの観光地ではなく、
人のつながりを深めて、江差ファンを
増やして行きたい。

しかし、観光地としては限界も。
採算性の面で観光向けの店が少なく、
受入れ体制にも課題があった。



組織立ち上げの経緯

温故知新

歴まち地区の商店街メンバー
職人グループ（建築・木工など）
生産者（農林漁業者）
歴史文芸関係者
公共団体職員　　　ほか

活動メンバー

歴史ある建物や職人から学び直し、新しい融合を図り魅力を創る！

町内外の人の交流を活発化させ、江差ファンを創る！

蔵を活用してお店や工房を開いてもらう！

活動のテーマ



はじめの一歩…官民参加の大掃除

平成２６年6月オープン

活動拠点「蔵カフェ」づくり（平成２５～２６年）

カフェ改修整備
江差町に寄贈された江戸時代末期の土蔵を改修



皐月蔵…４つの土蔵と屋内通路で構成。

チャミセ（交流蔵カフェ）
　12坪

ヒトアツマル広場（イベント・朝市）
　8ｍ×13ｍ位

トオリニワ（ギャラリー・コンサート）

弐番蔵（ギャラリー・イベント）



「ふきんこ汁膳」「お吸物ケイラン膳」

蔵カフェ　チャミセの活動

町内農業グループや専門家の指導のもと、
郷土食のメニュー化に取組む

クッキングブログや広報誌で郷土食レシピ公開

江差の郷土食メニュー（一般客、団体ツアー客に提供）
団体ツアー受入れ

郷土食のメニュー化・飲食提供

「いもの塩煮」のレシピが人気！



蔵カフェ　チャミセの活動

外国人ツアー客の受入れ（ランチ＆御守り作り体験）
※歴まち商店街の事業「着物散策」とセットで実施



町内外のイベントへの出店

江差朝市　歴まちのだいどこ市

函館西部地区バル街出店

弘前バル街出店

江差　春のいにしえ夢開道

蔵カフェ　チャミセの活動



ギャラリー運営
蔵のキヲク展（2014）

弐番蔵の展示

蔵を活用した展示イベント



津軽海峡ヒバサミット（2015.10）

ギャラリー運営

クリエイターの作品展示（2019-2022）



イベント開催

江差いにしえバル街　2回開催（2018.6、2019.10）

����
VOL.3

����今年６年ぶりに
開催決定！

※いにしえ街道全域を
　会場として開催。





津軽海峡マグロ女子会とのコラボイベント

イベント開催



松前マグ女の蔵カフェ開店を応援に行きました

マグ女は寄り添って応援してくれる
心強い仲間たちです。



交流がはじまる場所～ヒトアツマル広場 研究で江差に訪れた大学生と

ウッドデッキ、杉板の壁は
みんなで手づくり

外国からのお客様と



歴まち商店街の活動
花嫁行列・春のいにしえ夢開道（５月３日）

江差・北前のひな語り（２～３月）

着物で歴まち散策（４月末～１１月）



活動の成果

土蔵の保全活用が実現できた。
地域の食文化の普及・PRにより江差町観光の魅力向上に貢献した。
地域を越えた人的ネットワークづくりができ、魅力的なイベント
企画がスムーズに実現できるようになった。
空き店舗や空き蔵に、新たに６店舗が入居・開業し、歴まちの魅力
向上につながった。
女性の活躍の機会創出につながった。（カフェ経営へのチャレンジ、
クリエイターや作家の発表の場の提供、まちづくりへの参画など）

今後も、人と人、人と蔵をつなげることを目標に、

活動を進めて行きますので、どうぞよろしくお願いいたします。




